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修一
土問九
詰年
怪度

外
閉皐
岩稲
7 回
生 大
入出

堂芙
言為母会

験再
間話
題芸

同
〔蛍

専扉
門密

ド
〔
国
語
教
育
専
攻
〕

解
答
上
の
注
意

一
．
国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
『
専
門
科
目

・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・

指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の

「解
答
す
ベ

き
問
題
」
（
選
択
一

i
選
択
八
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該
解
答

は
「
0
点
」
と
な
り
ま
す
。

（
専
門
科
目
・
選
択
〕

（配
点
的
%
）
と
（
専
門
科
目
・
共
通
〕

（配点制%）と

国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 日 国 国
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希 γ
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近 中
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J:: 語 J、にー 目

世 世 代 教
情き選択文 文 文 文 育

学 学 ぷす三ι斗 学 を 題 」
含 で
む、、，J

②「専門科目・共通」は、出願時に届け出た研究指導・指導教員の専門分野により、左記の表の「解答すべ

き問題」（共通A・B－Cのいずれか一問）を解答しなさい。なお、「解答すべき問題」以外を解答した

場合、当該解答は「0点」となります。
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千 樹直 正
希望 ~」干
教 記

秋 恵
員名 入し

た

共 共 共
通 通 通
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代 教 き
文 育 問共
'¥ を 題通」
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一一． 
解
窓
口
用
紙
は
、
「
問
題
番
号
」
ご
と
に
一
枚
使
用
す
る
こ
と
。
到
甘
叫
矧
劉
矧
刺
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号
・
氏
名
・

研
究

指
導
名

・
指
導
教
員
名
、
な
ら
び
に
「
問
題
番
号
」
（
例
「
選
択
八
」

・
「
共
、通
A
」
な
ど
）
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、
は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

問
題
用
紙
は
「
十
四
枚
」
（
本
ペ

l
ジ
含
む
）
、
解
答
用
紙
は
「
二
枚
」
で
す
。
必
ず
枚
数
を
確
認
す
る
こ
と
。

四三
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一一

O
一
九
年
産
皐
稽
自
大
学
大
学
院
教
蕎
学
研
究
科

修
士
課
程
一
鍛
＠
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

〔

専

門

科

盟

＠

選

択

内

国

語

教

育

専

攻

〕

，－ー、

選
択

b=1l 

」」

国
語
教
育

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
、
次
の

A
i
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

G E C A  

〔
知
識
及
び
技
能
〕

習
得
・
活
用
・
探
究

ト
ク
ル
ミ
ン
・
モ
デ
ル

推
論
の
形
式

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

輿
水
実
の
基
本
的
指
導
過
程

国
語
科
に
お
け
る
「
見
方
・
考
え
方
」

生
活
綴
方
教
育
運
動

HFDB  

高
校
国
語
科
新
科
目
構
成
と
そ
の
ね
ら
い

昭
和
二
二
年
版
学
習
指
導
要
領
（
試
案
）
の
歴
史
的
位
置

高
大
接
続
改
革
の
目
的
と
概
要

益
田
勝
実
の
古
典
教
育
論
の
特
徴

「
資
質
・
能
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
背
景

「
サ
ク
ラ
読
本
」
と
「
ア
サ
ヒ
読
本
」

ユ

二
、
次
の

I
i
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

NMLKJ  

三
、
高
等
学
校
に
お
け
る
「
話
し
合
い
」
の
学
習
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

巨
標
・
計
画
・
方
法
・
評
価
・
留
意
事
項
が
求
め
ら
れ
る
か
。
単
元
指
導
計
画
に
お
け
る
具
体
的

な
一
場
面
を
設
定
し
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。



ニ
O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
菌
学
生
入
学
試
験
問
題

〔

専

門

科

自

＠

選

択

｛

国

語

教

育

専

攻

〕

L-.J 

〔
選
択
ニ
〕

日
本
語
学

次
の

A
i
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

GDA  

役
割
語

宣
命
体

形
態
素

新
方
言

L 

B

テ
ン
ス

E

四
つ
仮
名

H

シ
ソ
ー
ラ
ス

K

謙
譲
語

F C 

松
下
大
三
郎

『
和
名
類
索
抄
』

不
変
化
助
動
詞

コ
！
ス
・
デ
ザ
イ
ン

次
の

M
l
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

ON M  

仮
名
遣
い
の
歴
史
と
「
現
代
仮
名
遣
い
」
の
問
題
点
に
つ
い
て

古
代
語
か
ら
現
代
語
へ
の
、
日
本
語
動
詞
の
活
用
体
系
の
変
遷
に
つ
い
て

国
語
教
育
・
日
本
語
教
育
に
お
け
る
文
法
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

三
日
本
語
学
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
範
囲
・
分
野
に
つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に
も
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
そ
の
際
、
研
究
方
法
や
隣
接
領

域
に
も
触
れ
、
日
本
語
学
研
究
の
意
義
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
論
じ
な
さ
い
。
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一一

O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

〔

専

門

科

目

・

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

〕

L咽 ...I

〔選択一二〕

古
典
文
学
（
I

）

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の
（
A
）
i
（D
）
の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
じ
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番

号
を
明
記
す
る
こ
と
。

（A
）
『
古
事
記
』
の
三
巻
構
成

（B
）
「
風
土
記
」
の
成
立

（C
）
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
構
成

（
D
）
古
代
歌
謡
と
初
期
万
葉

二
、
次
の
（
E
）
f
｝
（
K
）
の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に

答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

（解
答
用
紙
八
行
以
内
）
説
明
し
な
さ
い
。

解

（

E
）
黄
泉
戸
喫

（

I
）
大
伴
旅
人

（

F
）
根
堅
州
国

（J
）
柿
本
人
麻
呂
歌
集

（G
）
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
（
H
）
紡
人
歌

（

K
）
ベ
ル
セ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
型
神
話

三
、
上
代
文
学
の
諸
作
品
に
は
、
千
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
各
時
代
の
思
潮
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
享
受
さ
れ
て

き
た
歴
史
が
あ
る
ρ

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を

簡
潔
に
（
解
答
用
紙
一

O
行
以
内
）
述
べ
な
さ
い
。

一斗－

（
上
代
文
学
問
題
、
以
上
）

h

a

l
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皐

橋

大

学
大
学
院
教
喬
学
研
究
科

一
鍛
＠
側
外
学
生
入
学
試
器
問
題

内
国
語
育
専
攻
〕

0 
p雪！壁一
科事
§~年

空軍

w==三官

6=!l 

r-、

選

択

四

〕
古
典
文
学
（
E
）

中

古
文
学

解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
、
次
の
（
A
）f
）（
D
）
の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

（A
）
『
伊
勢
物
語
』
を
教
材
と
す
る
意
義

（B
）
『
鯖
蛤
日
記
』
と
『
更
級
日
記
』
と
の
共
通
性

（C
）
歌
物
語
の
特
質

〈

D
）
『
源
氏
物
語
』
の
諸
本
研
究
の
意
義

二
、
次
の
（
E
）
i
（M
）
の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

（E
）
『
大
和
物
語
』
（
F
）
『
成
尋
阿
閤
梨
母
集』

（G
）
『夜
の
寝
覚
』

（H
）
『
栄
花
物
語
』
（
I
）

『

竹

取

物

語

』

（

J
）
『
和
泉
式
部
日
記』

（K
）

藤

原

彰

子

（

L
）
陰
陽
道

（M
）
平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
召
人

三
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。



一一

O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
＠
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

〔
専
門
科
目
＠
選
択
］
〔
国
語
教
育
専
攻
〕

〔
選
択
五
〕

古
典
文
学

（
置
）

中
世
文
学

一
、
次
の
①

i
③
の
中
か
ら
ゴ
財
閥
を
選
択
し
て
、

詳
し
く
論
述
し
な
さ
い
。

①
 

『
平
家
物
語
』
の
成
立
に
つ
い
て

② 

『
平
家
物
語
』
叙
事
詩
論
に
つ
い

て

③ 

『
平
家
物
語
』
教
材
化
の
歴
史
と
教
材
と
し

て
の

可
能
性
に
つ
い
て

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
作
品
世
界
の
特
質

に

つ
い
て

④ ⑤ 

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
成
立
に
つ
い
て

⑥ 

題
詠
と
本
意
に
つ
い
て

定
数
歌
の
歴
史
と
展
開
に
つ
い
て

⑦ ③

中

世

の

宮

廷

と

女

房

文

学

に

つ

い

て

ーも F

二
、
次
の
①

1
⑬
の
中
か
ら
ゴ
剖
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

①

平

治

物

語

②

閑

居

之

友

③ 

今
昔
物
語
集

④

愚

管

抄

⑤

承

久

記

⑥ 

無
名
草
子

古
来
風
体
抄

⑦ ③ 

千
五
百
番
歌
合

⑨

と

は

ず

が

た

り

⑩

風

雅

和

歌

集



一O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

＠

選

択

｛

国

語

教

育

専

攻

〕

r田園、

t回世欄』

【
選
択
穴
】

古
典
文
学
（
宵
）

近
世
文
学

一
、
井
原
商
鶴
・
松
尾
芭
蕉
・
近
松
門
左
衛
門
・
上
田
秋
成
・
鶴
屋
南
北
の
中
か
ら
、
斗
パ刈

剖
遡
司
、
そ
の
文
芸
の
特
徴
と
文
学
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
、
自
由
に
論
じ
な
さ
い
。

二
、
次
の
（
1
）
i
（6
）
の
中
か
ら
一
題
を
選
例
じ
、
論
述
し
な
さ
い
。

（1
）
浅
井
了
以
『
浮
世
物
語
』
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
、
井
原
西
鶴
『
好
色

一
代
男
』

と
比
較
し
な
が
ら
述
べ
よ
。

（2
）
井
原
西
鶴
の
「
町
人
物
」
の
代
表
作
品
を
二

つ
あ
げ
、
そ
の
創
作
方
法
の
相
違
に
つ

い
て
述
べ
よ
。

（3
）
貞
門
俳
譜
と
談
林
俳
諸
に
つ
い
て
、
そ
の
付
合
技
法
の
特
徴
と
相
違
に
つ
い
て
述
べ

ト
点
。

（4
）
芭
蕉
俳
譜
の
「
不
易
流
行
」
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

（5
）
近
松
門
左
衛
門
『
曾
根
崎
心
中
』
の
概
要
と
文
学
史
的
意
義
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

（6
）
鶴
屋
南
北
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
の
概
要
と
文
学
史
的
意
義
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

一
二
、
次
の
（
7
）
1
（1
5
）
の
中
か
ら
ヨ
嗣
制
選
択
し
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

（

7
）

竹

斎

（

1
0
）
恋
川
春
町

（

1
3
）
与
謝
蕪
村

（8
）
好
色
五
人
女

（

1
1
）
雨
月
物
語

（

1
4
）
南
総
里
見
八
犬
伝

（

9
）

猿

蓑

（

1

2
）
女
殺
泊
地
獄

（

1
5
）
柳
亭
種
彦
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O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

＠

選

択

｛

国

語

教

育

専

攻

〕

•「

L...J 

〔
選
択
七
〕

中
国
古
典
文
学
問
題

巴

②
 

①

夫

天

地

者

、

而

浮

生

若

υ

一歩
。
矯
後
幾
何
。

川
剰
制
剤
湖
叶
良
有
一
似
也
。
況
陽
春
召
一
犠
N
A
d
煙
景
一
、
大
塊
仮
復
円
以
一
文
章
一
。
主
桃
李
之
芳
園
〔

A
l
l
i－
－

 

F
天
倫
之
築
声
。
牽
季
俊
秀
、
皆
一
民
一
恵
連
ぺ
吾
人
詠
歌
、
濁
新
－
劇
制
調
～
幽
賞
メ
己
、
高
峨

捕
特
一
清
。
開
－
噛
境
紛
延
戸
以
坐
ル
伯
、
界
羽
鰻
布
醇
一
守
。
不
完
百
一詠
一
何
綿
一
雅
懐
ぺ
如
詩
不
仇
成
、
罰
的ル一金

谷
酒
数
一

唐
・
李
白
の
「
春
夜
宴
従
弟
桃
花
園
序
」
と
い
う
文
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

高
物
之
逆
旅
、

光
陰
者
、

百
代
之
過
客
。

古

＊
「
金
谷
酒
数
」

j
a
－
－
西
晋
・
石
崇
は
自
ら
築
い
た
金
谷
聞
に
て
し
ば
し
ば
宴
会
を
催
し
、
詩
が
作
れ
な
か
っ
た
参
加
者
に
罰

杯
三
杯
を
飲
ま
せ
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
ο

〔
設
問
一
〕
傍
鰻
①
「
夫
天
：
：
・
過
客
」
を
、

口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
二
〕
傍
線
②
「
浮
生
；
：
・
以
也
」
を
、
す
べ
て
平
仮
名
に
よ
る
書
き
下
b
文
に
す
る
か
、
現
代
中
国
語
の
発

音
記
号
（
ピ
ン
イ
ン
）
で
書
く
か
、
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。

-g,-

〔
設
問
三
〕
二
重
一
線
A

「
康
柴
」
は
、
六
朝
宋
の
詩
人
・
謝
霊
運
を
指
す
。
謝
霊
運
の
詩
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ

を
記
し
な
さ
い
。

〔
設
問
四
〕
こ
の
文
の
文
体
的
特
徴
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
な
さ
い

口

次

の

ア

1
オ
の
中
か
ら
一
つ
を
選
択
し
、

を
記
し
な
さ
い
。

そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
－
記
し
た
上
で
、
説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

ア

「
文
言
」
と

「
白
話
」

の
小
説
に
つ
い
て

イ

「
楽
府
」
と
「
詩
」
の
違
い
に
つ
い
て

ウ
中
国
文
学
の
政
治
性
に
つ
い
て

エ
日
中
比
較
文
学
の
視
点
に
つ
い
て

オ
学
校
教
育
に
お
け
る
「
漢
文
」

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

lこ国
塾次
明の
し
な玉
二三也 、、ー〆

J 

の
中
か
ら
一
ご
ヴ
の
項
目
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

（A
）
詩
経
国
風

（B
）
『
説
文
解
字
』

（C
）
『
楚
辞
』

（D
）
伝
奇
小
説

（E
）
古
文
運
動

（F
）
「
長
恨
歌
」

（

G
）
江
西
詩
派

（

H
）

ゴ
一
言
日

（

I
）
大
江
匡
衡

（J
）
魯
迅
「
狂
人
日
記
」



ニO
一
九
年
震
早
稲
盟
大
学
大
学
院
教
青
学
研
究
科

修
士
課
程
一
鍛
＠
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

〔
専
門
科
目
＠
選
択
〕
内
国
語
教
育
専
攻
〕

［
選
択
人
近
代
文
学
〕

近
代
文
学
の
成
立
に
関
し
て
、

次
の

（

A
）
 

（

B
）
 

〈

C
）

（

D
）
 

（

E
）
 

次
の

（

A
）
 

（

D
）
 

（

G
）
 

（

A
）
 

あ
な
た
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

の
中
か
ら
↓
酬
明
封
減
司
捌
J
司
寸
論
じ
な
さ
い
。

（

E
）
 

硯
友
社
に
つ
い
て

日
露
戦
争
と
従
軍
作
家
に
つ
い
て

白
樺
派
の
文
学
に
つ
い
て

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
つ
い
て

記
号
論
と
文
学
研
究
に
つ
い
て

の
中
か
ら
司
掴

d
調
吋
寸
寸
説
明
し
な
さ
い
。

（

「

」

『

』

は

雑

誌

名

を

示

す

）

（

A
〉

i
（

G
〉

北
村
透
谷

「
或
る
女
」

「
仮
面
の
告
白
」

（

B
）
樋
口
一
葉

（

E
）
『
ス
バ
ル
』

（

C
）
「
金
色
夜
叉
」

〈

F
）
山
本
有
三

ハ
》
／



。
九
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

「ー・1

専
門
科
目． 
1土ノ、
通
』＿＿，

【国
語
教
育
専
攻
】

〔
共
通
A〕

日
本
語
学

（
含
日
本
語
教
育
）

松
木
正
恵

次
の
文
章
は
、
日
本
語
学
研
究
史
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
二
人
の
日
本
語
学
者
（
X
博
士
と
Y
博
士
）

を
取
り
上
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
詞
」
と
「
辞
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、
文
の
構
造
に
つ
い
て
の
捉
え
方
の
違
い
を
説
明
し
た
文
章
で
あ
る
。｛
部
分
的
に

省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
間
い
に
答
え
な
さ
い。

V
〈
博
士
の
詞
・
辞
は
、
博
士
の
白
立
諮
・
付
属
語
の
別
名
で
、
そ
の
聞
に
出
入
り
は
全
く
な
い。

単
独
で
文
節
を
構
成
し
得
る
単
語
（自
立
語
）
が
そ
の
ま
ま
直
ち
に
詞
で
あ
り
、
単
独
で
文
節
を
構
成

し
得
な
レ
単
語
（
付
属
語
〉
が
そ
の
ま
ま
直
ち
に
辞
で
あ
る
。

文
を
実
際
の
岳
一
口話
と
し
て
出
来
る
だ
け
多
く
句
切
っ
た
最
も
短
い
一
句
切
ハ
周
籍
法
繋
説
〉

と
定
義
さ
れ
る

X
博
士

2
5、
博
士
の
ま
論
の
基
礎
と
な
る
具
体
的
単
位
で
あ
り
、
こ
れ
を
意
味
の
商
か

ら
更
に
分
析
し
て
単
語
を
抽
象
す
る
時
、
そ
の
文
節
構
成
に
与
か
る
力
の
援
に
よ
っ
て
、右
の
よ
う
な
自
立
語
（
詞
）
・

付
属
語
（
辞
）
の
対
立
の
認
定
に
至
る
の
は
必
撚
的
な
結
果
で
あ
っ

て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
批
判
の
余
地
は
全
く

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
博
士
の
文
絵
的
立
場
そ
の
も
の
に
は
、
実
は
大
き
な
疑
問
が
あ
る
の
で
は
な
レ

か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
博
士
の
文
節
が
、
発
音
上
の
単
位
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
て
、
構
文
上
の
単
位
と
し
て
は

設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
文
節
が
「
一
定
の
意
味
」
を
も
っ
と
と
も
指
摘
さ
れ
、
更
に

文
節
は
文
を
構
成
す
る
単
位
で
あ
っ
て

止
レ
う
説
明
は
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
博
士
が
「
前
後
に
音
の
切
れ
目
が
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
る
文
を
、

外

初
日
叩
に
人
的
解
し
て
最
初
に
得
ら
れ
る
単
位
」
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
言
わ
れ
て
お
り
、
文
の

「
一
つ
の

握
っ
た
完
い
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
内
一
間
的
特
徴
を
構
成
す
る
単
位
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
文
節
は

第
一
義
帥
に
は
あ
く
ま
で
発
音
上
の
単
位
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
博
士
の
交
節
が
構
文
の
機
構
の
解
明
に
対
し
て
、

宜
接
に
効
力
を
持
た
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
悌
士
の
詞
・
辞
が
果
し
て
文
法
的
な
品
詞
分
類
に
属
す
る
か
、
と

レ
う
疑
問
へ
と
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
白
山
詞
分
類
の
定
義
い
か
ん
に
も
よ
る
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
諮
が
構
文
の
上

に
果
す
役
割
の
援
に
応
じ
て
語
を
分
類
す
る
の
が
、
文
法
的
口
叩
詞
分
類
に
他
な
ら
な
い
と
恩
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
博
士
の
こ
と
だ
か
ら
、
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
発
表
さ
れ
な
く
て
も
、
文
節
の
構
文
上
の
性
格
に
対
し
て

は
、
深
い
思
索
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
晩
年
に
「
文
節
か
ら
文
の
構
造
を
説
」
く
た
め
豆
諸
と
い

う
も
の
を
立
て
、

1 () -・ 

彼
等
の
＋
か
ぼ
そ
い
＆
小
さ
い
一
体
に
は
＋
そ
の
一
特
の
・
ウ
ィ
ー
ン
の
一

気
候
は
ナ
た
へ
難
い

一
も
の
で
一
あ
っ
た
の
だ
一

の
よ
う
に
構
文
を
解
析
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
怨
像
さ
れ
る
。
右
の
解
析
の
＋
は

「す
ぐ
後
に
つ
づ
か

ぬ
し
文
節
の
切
れ
R
を
示
し
、
し
た
が
っ
て
そ
の
文
節
の
つ
づ
く
先
は
多
少
と
も
離
れ
た
文
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
徹
底
さ
せ
る
に
は
、

彼
等
の
体
、
か
ぽ
そ
い
休
、
小
さ
い
体
、

そ
の
時
の
気
候
、
ウ
ィ
ー
ン
の
気
候

院

V
I
l
l
i－
－

E

の
よ
う
な
意
味
的
結
合
体
を
考
え
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
こ
れ
は
文
節
の
崩
壊
に
他
な
ら
な
レ
。

し

叫
守

寸
例
斗
叫

対

制

割

封

削

剖

け

制

対

制

叶

引

け

叶

司

副
副

叶

叶
け
刈
叶
計
汁
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ

5
な
文
節
の
崩
壊
を
避
け
る
か
ぎ
り
、
文
は
「
順
次
互
に
竹
の
節
の
如
く
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
た」

Lι

〉

b
博
士
が
批
判
さ
れ
た
よ
う
な
発
音
上
の
単
位
に
分
析
さ
れ
る
に
留
ま
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば

V
ハ
、博
士

の
詞
・
辞
は
、
発
音
ム
の
単
位
で
あ
る
文
節
の
構
成
袋
素
と
し
て
の
対
立
で
あ
り
、
構
文
上
の
要
素
、と
し
て
の
対
立

で
な
く
、
し
た
が
っ
て
博
士
の
詞
稀
分
舶
は
、
単
語
分
銅
で
は
あ
っ
て
も
、
口
問
詔
分
類
と
言
え
る
か
ど
う
か
、
疑
問

の
余
地
が
あ
あ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

八・宙
i
d
時

V



。
九
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

「ー「

専
門
科
目． 
社

通
L--1 

｛国
語
教
育
専
攻
】

V
I
博
士
の
認
・
辞
は
、
そ
の
名
称
こ
そ

V
ハ
博
士
の

継
承
で
は
あ
っ
て
も
、
内
容
は
全
く
の
別

物
で
あ
る
。
そ
し
て
突
は
右
に
述
べ
た
よ
ヲ
な

V
ハ
博
士
の
詞

・
辞
の
欠
点
を
克
服
し
得
て
い
る
と

い
う
点
で
は
、
そ
の
修
正
発
展
と
し
て
の
意
味
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
ろ
う

o
v
t博
士
が
言
語
過
程
説
、
す
な
わ
ち

言
語
を
言
語
主
体
の
表
現
活
動
と
し
て
捉
え
る
立
場
か
ら
、
単
語
を
櫛
念
化
、
過
程
を
経
る
も
の
と
経
な
い
も
の
と
に

ご
大f

別
さ

a
れ
、
前
者
を
詞
、
後
半
告
を
辞
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
周
知
の
こ
と
と
思
う
。
博
士
の
説
明
に
沿
っ

て
も
ラ
少
し
解
説
す
れ
ば
、
詞
は
客
体
的
な
も
の
を
、
辞
は
主
体
的
な
も
の
を
表
わ
す
単
語
と
し
て
、

根
本
的
に
異

次
元
の
も
の
と
さ
れ
る
。
「
否
定
」
「
う
ち
消
し
」
と
言
え
ば
概
念
化
過
程
を
経
た
客
体
的
な
表
現
と
し
て
詞
に
隠
す

るい
m
d
A
3
3
・
じ
一

K
意
え
ば
概
念
化
過
涯
を
経
な
い
主
体
的
な
否
定
す
る
こ
と
の
表
現
と
し
て
辞
に
廃
す
る
、
と
い

4
b
T定
説
明
院
ょ
っ
ず
れ但Y

博
士
の
詞
が
静
へ
の
性
質
，q相

涯
を
よ
ん
Y

環
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
，
こ
の
主
か
な
規
定

の
し
方
は
、
語
の
表
現
性
に
即
し
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
実
は
博
士
の
詞
・
辞
は
、

構
文
論
と
抑
制
援
な
関
係
が
あ

る
点
に
注
ヨ
す
べ
き
特
色
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
ハ
7
V型
構
文
論
に
お
け
る
、
詞

‘
辞
の
役
割

の
差
が
そ
れ
で
あ
る
。間

凶

l主「

国

た
と
え
ば
右
例
に
お
け
る
ご
と
く
、
詞
A
は
辞
a
に
総
括
さ
れ
〉
詞
B
は
詞
A
＋
辞

a
を
包
同
情
し
た
大
き
な
詞
と
し
て

更
に
辞
b
に
総
括
さ
れ
、
こ
う
し
て
詞
と
辞
と
は
、
包
ま
れ
る
も
の
主
包
む
も
の
と
い
う
関
係
に
お
い
て
結
合
し
、

構

文
の
単
位
と
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
と
の
詞
＋
辞
の
結
合
体
を
博
士
は
句
と
名
付
け
ら
れ
る
が
、
博
士
の
何

の
最
も
小
さ
な
形
こ
そ

V
A
一
博
士
の
文
節
に
他
な
ら
ず
、
構
文
上
の
最
小
単
位
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
尭
音
上
に
も
前

後
に
息
の
切
れ
目
が
生
じ
得
る
の
だ
、
と
い
う
趣
旨
の
説
明
を
通
し
て
、

発
音
土
の
、外
的
形
態
は
構
文
上
の
内
的
意

味
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
、
こ
う
し
て
文
節
は
構
交
論
に
橋
わ
た
し
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
河
時
に
－V
A博
士
に
お

い
て
は
文
節
の
構
成
婆
素
で
あ
っ
た
詞
・
辞
は
、
句
を
梼
成
す
る
と
こ
ろ
の
こ
要
素
、－
す
な
わ
ち
包
ま
れ
る
も
の
と

包
む
も
の
、
も
っ
と
適
切
に
言
い
換
え
れ
ば
、
包
ま
れ
る
も
の
と
包
む
こ
と
、
と
い
う
構
文
上
の
職
能
の
差
と
し
て

捉
え
な
h

相
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
言
葉
を
二
分
し
て
概
念
な
表
示
す
る

要
素
と
概
念
開
の
関
係
を
表
示

F

す
る
要
素

1

5
屯

守

γ
？
l
－a

e

W

7

s
l
ゐ

と
に
お
け
、
そ
れ
ぞ
れ
意
義
索
・
形
態
素
と
呼
ぶ
習
慣
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
も
あ
る
こ
と
だ
が
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
あ
た
る

も
の
が

J
包
ま
れ
る
ぬ
の
と
包
む
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
と
い

3
む
と
は、

構
文
の
た
め
の
客
体
的
な
素
材
概
念

と
、
そ
れ
ら
を
有
機
的
但
結
合
さ
せ
る
言
語
主
体
の
主
体
的
な
表
現
活
動
と
の
、
ど
の
言
語
に
も
必
要
な
異
質
の
ニ

要
素
の
本
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
重
大
な
意
味
が
あ
り
、
山
田
孝
雄
博
士
の
文
法
論
に
お
い
て
さ
え
、
構
文

め
秘
密
が
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
恩
う
と
き
、
抽
博
士
の
詞
辞
論
の
功
績
は
む
し
ろ
こ
こ
に

あ
る
と
言
う
べ
き
だ
左
忠
わ
れ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
博
士
の
詞
辞
分
類
が
、
本
当
の
意
味
で
の
口
問
詞
分
顕
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
品
詞
分
類
が
た
だ
の
単
語
分
類
で
な
い
唯
一
の
理
由
は
、
誌
が
文
中
で
果
す
構
文
上
の
職
能
差
に

よ
る
分
類
で
あ
る
所
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
品
調
分
類
そ
の
も
の
と
し
て
も
、
見
る
べ
き

成
果
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
従
来
、
と
か
く
す
っ
き
り
し
な
か
っ
た
接
尾
語
と
助
動
詞
と
の
差
を
、

詞
と
辞
と
の
差
と
し
て
明
ら
か
に
し
、
具
体
的
に
は
ハ
イ

〉
の
助
動
詞
と
呼
ば
れ
て
来
た

「
ハ

ケ

」
」
な
ど
を
、
接
尾
語
に
配
属
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
最
も
著
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

l ' －『－

〈
島
市
I

d
時
〉

意
義
専
用
・
形
態
素
と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

一言
語
学
か
ら
入
っ
て
来
た
も
の

で
あ
る
が
（
も
っ
と
も
学
者
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
同
じ
で
な
い
。
こ
こ
で
言
ラ
の
は
グ

ア
ソ
ド
リ
エ
ス
の
そ
れ
に
あ
た
る
て
こ
の
問
要
素
の
差
に
つ
い
て
の
自
覚
は
、
き
わ
め
て
古
〈
、
そ
れ
も
上
代
に
お

レ
て
す
で
に
生
れ
て
い
た
。
周
知
の
ハ
エ

〉
が
そ
れ
で
あ
る
。

今
宜
久
奈
良
麿
我
兵
起
雨
被
一
展
事
～
刊
誌
－
秦
等
乎
主
題
流
賜
都
、
今
遣
事
情
等
者
、

感
心
無
而
、
清
明
心
平
ハ持
而
仕
奉
宣
。

こ
の
よ
う
な
表
意
的
大
字
と
、
・
表
音
的
小
字
と
の
使
い
わ
け
は
、
固
有
の
文
字
を
持
た
ず
、
伝
来
の
漢
字
に
よ
っ

τ

書
〈
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
レ
こ

と
で
あ
ろ
う
。
一
体
意
義
事
前
と
形
態
素
の
両
方
が
、
構
文
の
た
め
に
は
是
非
必
要
で
あ
る
こ
と
前
述
の
通
り
だ
が
、

意
義
素
が
ど
の
言
語
に
お
い
て
も
単
語
と
い
う
形
式
を
と
る
の
に
対
し
て
、

形
態
素
の
方
が
具
体
的
に
ど
う
レ
グ
形

式
芯
土
る
か
は
、
言
語
に
よ
勺

τか
な
り
の
守
秘
遣
が
あ
る
冶
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専
門
科
目． 
主士

通
L-..1 

【
国
語
教
育
専
攻
】

日

本

語

英

語

中

国

語

私

ほ

彼

性

愛

す

る

ご

os附
ぼ

我

愛

他

彼

は

私

を

愛

す

る

同

町

｝

0
4
g

目

印

他

愛

我

と
な
ら
べ
て
み
る
と
、
形
態
素
は
日
本
語
で
は
独
自
の
単
語
と
し
て
の
単
独
形
式
で
表
わ
さ
れ
、
英
語
で
は
意
義
素

の
た
め
の
単
語
の
一
部
分
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
部
分
形
式
で
表
わ
さ
れ
、
中
国
語
は
右
の
二
言
語
の
よ
う
な
顕
在

的
形
式
を
持
た
ず
、
語
順
と
い
う
潜
在
形
式
で
表
わ
さ
れ
る
、
ざ
っ
と
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
差
を
持
つ
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
鰐
着
語
・
回
折
語
・
孤
立
語
と
呼
ぴ
わ
け
ら
れ
る
習
慣
が
あ
る
。
整
理
を

す
る
と
、

、
「
単
独
形
式
：
：
：
：
日
本
語
な
ど
j

i
－－’
腰
着
諮

「
顕
在
形
式
↓

1

7

形
態
素
の
と
る
形
式
↑
戸
剖
丸
形
式
j

i
－
－
－
英
語
な
ど
：
：
：
：
：；
屈
折
語

f

潜
在
形
式
：
：
：
：
：
j

i
－
－
：
：
：
中
国
語
な
ど
－
J

i
－
－
孤
立
語

と
い
う
形
式
に
な
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
大
雑
把
な
傾
向
の
差
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
例
外
は
決
し
て
少
な
く
な
，

h
英
語
の
前
置
詞
な
ど
は
、
む
し
ろ
撃
的
形
態
素
と
見
ら
れ
る
し
昂
割
問
創
割
例
製
計
三
そ

じ
て
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
は
、
日
本
語
の
活
用
語

5
7
V形
態
素
之
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
o
ハ
エ
）
の
筆

者
が
、
付
属
語
と
用
言
の
活
用
語
尾
と
を
意
義
素
か
ら
区
別
し
て
、
表
音
的
小
字
で
書
き
わ
け
た
こ
と
の
理
由
も
以

4

上
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
中
国
語
は
形
態
索
を
ほ
と
ん
ど
語
順
と
い
う
潜
在
形
式
で
ま
か
な
う
た
め
に
、
顕
在
す
る

日
本
語
の
形
態
素
を
写
す
べ
ぎ
漢
字
は
、
求
め
て
も
得
ら
れ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
匂
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ

う
な
奮
ぎ
わ
け
は
、
そ
う
．
い
k
J
漢
字
が
な
い
と
い
う
消
極
的
な
事
情
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
中
国
語
乏

い
う
、
構
造
を
具
に
す
る
言
語
と
の
接
触
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
日
本
人
の
言
語
感
覚
は
、
そ
の
ま
ま
後
に
う
け
つ
が
れ

て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
特
に
漢
文
訓
読
の
世
界
に
お
い
て
は
、
常
に
右
の
よ
う
な
形
態
素
を
補
読
す
る
必
要
が
あ

り
、
補
読
の
た
め
に
施
し
た
訓
点
か
ら
て
に
を
は
文
は
て
に
は
と
い
う
諮
が
出
来
て
、
こ
れ
が
ほ
ぼ
日
本
語
の
形
態

素
を
指
す
呼
び
名
と
な
っ
て
行
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
感
覚
の
継
承
に
他
な
ら
な
い
。
（
渡

、幸
夫
「
詞
と
辞
」
『
続
日
本
文
法
講
座
1
』
よ
り
）

間
1 

傍
線
部
①
の
「
連
文
節
」
の
考
え
方
を
、
本
文
中
の
次
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
例
文

り
受
け
図
を
見
な
が
ら
、
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。

（
「
枯
盛
すの

1
あ
っ
た
の
だ
」）

と
そ
の
係

一！ヌー

間
2 

傍
線
部
②
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
な
ぜ
こ
れ
が
文
節
の
崩
壊
で
あ
り
、

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。

構
文
論
と
の

一
致
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

間
3 

品
れ（
てア

るに
例
文 Y
（樽

反主
の出

禁ま
咲梗

広告
）ず
のぷ
構 _.E
造で
図重
を要

奪事
モ宇
奈言
句嬰

努そ
ぎ h
のた

造れ，，，..，。

を ま
国た
刀t

k,本
ぎ文

し； Z
次

・
昨
日
太
郎
が
花
子
に
花
束
を
あ
げ
た
ら
し
い
。

間
4 

括
弧 Y

博
士

に接

ゎ霊
ゆと
る認

富ぞ
詞た

II なは
形具

を話
入に

在京ム，。

ρ護
：？ 
に
い
わ
ゆ
る
助
動
詞
の
意
味
・
用
法
の
名
称
を
、

2, 

問
5 

括
弧
（
エ
）
に
入
る
文
体
の
名
称
を
書
き
な
さ
い
。

（
ニ
カ
所
と
も
向
じ
用
語
が
入
る
。
）

間
6 

傍
線
部
③
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。
ま
た
、
括
弧
（
オ
）
に
入
る
用
語
を
文
中
か
ら
選
ん
で
書
き
な

さ
い
。

間
7 

X
博
士
と
は
誰
の
こ
と
か
。
氏
名
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
文
法
論
の
特
徴
、

し
な
さ
い
。

お
よ
び
日
本
語
学
史
上
の
業
績
に
つ
い
て
説
明

間
8 

Y
博
士
と
は
誰
の
こ
と
か
。
氏
名
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
文
法
論
の
特
徴
、

し
な
さ
い
。

お
よ
び
日
本
語
学
史
上
の
業
績
に
つ
い
て
説
明
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専
門
科
目

＠ 

共
通
」」

【
国
語
教
育
専
攻
】

｛
共
通
B

】

上
代
文
学

（
松
本
直
樹
）

（
問
題
〉

次
の
文
章
は
本
居
宣
長
『
古
事
記
惇
』
の
一
節
で
、
『
古
事
記
』

答
え
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
聞
い
の
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

の
文
体
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
聞
い
に

す
べ
て
の
文
、
漢
文
の
絡
に
書
か
れ
た
り
。

抑
此
記
は
、
も
は
ら
古
語
を
停
ふ
る
を
旨
と
せ
ら
れ
た
る
書
な
れ
ば
、
A
判
剖
叫
場
謡
対
な
ど
の
如
く
、
皇
匿
の
語
の
ま
L

，干
‘』A

ー
も
じ
も
た
カま
J、、
ず、

B 

き：
, ....... 
ト4

L電
力f
たE

/:ll 

1.:.1 
111 

る1

と
し、

は
む
治通

い
で
其
ゆ
ゑ
を
委
品
聞
に
一不
さ
む
。

先
づ
大
御
園

に
も
と
文
字
は
な
か
り
し
か
ば
、
上
つ
代
の
古
事
ど
も
も
何
も
、
直
に
人
の
口
に
言
ひ
寵
八
、
耳
に
聴
き
俸
は
り
来
ぬ
る
を
、

や
』
後
に
、
外
寓
よ
り
書
籍
と
云
ふ
物
渡
り

参
ゐ
来
て
、
其
を
比
間
（
こ
こ
）

の
言
も
て
護
み
な
ら
ひ
、
そ
の
義
理
（
こ
こ
ろ
）
を
も
わ
き
ま
へ
さ
と
り
て
ぞ
、
茸
（の
文
字
を
思
ひ
、

そ
の
書
籍
の
語
を
借
て
、
比
開
の

事
を
も
書
き
記
す
こ
と
に
は
な
り
ぬ
る
ω

さ
れ
ど
そ
の
書
籍
て
ふ
物
は
、

み
な
異
圏
の
語
に
し
て
、
北
聞
の
語
と
は
、
用
格
も
な
に
も
、
甚
く
異
な
れ
ば
、
そ
の
J

語
を
借
り

て
、
比
簡
の
事
を
記
ず
に
、

全
く
比
聞
の
語
の
ま
』
に
は
、

書
き
取
り
が
た
か
り
し
故
に
、

誇
の
事
、
か
の
漢
文
の
絡
の
ま
』
に
な
む
書
き
な
ら
ひ
来
に
け
る
。

放
れ
奈
良

の
如
何
代
の
こ
ろ
に
至
る
ま
で
も
、

物
に
書
る
か
ぎ
り
は
、

C
財
調
d
譜

．．
 

叫
暢
司
3
叫
暗
唱

高
業
な
ど
は
、
設
の
集
な
る
す
ら、

D
縄
掃
な
ど
、

み
な
漢

返
し
歎
と
祝
詞
と
宣
命
詞
と
、
こ
れ
ら
の
み
は
、

か
の
物
語
童
固
な
ど
の
ご
と
く
、
こ
』
の
語
の
ま
与
に
物
書
く
事
は
、
今
の
京
に
な
り
て
、
平
躍
字
と
い
ふ
も
の
出
来
て
の
後
に
持
ま
れ
り

b

い
と
古
へ
よ
り
、
吉
語
の
ま
L

に
書
き
簿
へ
た
り
e

こ
れ
ら
は
言
に
文
（
あ
や
）
を
な
し
て
、
麗
く
つ
ゾ
り
て
、
唱

へ

文
な
る
を
見
て
も
し
る
べ
し
。

挙
て
、
神
に
も
人
に
も
聞
き
惑
で
し
め
、
款
は
詠
（
な
が
）

め
も
す
る
勃
に
て
、

一
字
も
違
ひ
て
は
悪
し
か
る
教
に
、
漢
文
仁
は
書
が
た
け
れ
ば
ぞ
か
し
。
故
れ
歌
は
、
比

記
と
書
記
と
に
譲
れ
る
如
く
に
、
字
の
音
を
の
み
俵
て
か
け
る
。
こ
れ
を
億
字
と
い

へ
り

Q

祝
詞
・
宣
命
は
、
文
聞
に
一
種
の
書
法
あ
り
て
、
世
に
E
賃
制
醤
と
い
八
り
。

お
浮
か
た
こ
れ
ら
の
韓
、

か
な
ら
ず
詞
を
文
（
あ
や
）
な
さ
ず
て
も
有
る
べ
き
か
ぎ
り
は
、
み
な
漢
文
に
ぞ
書
け
り
け
る

a

か
与
れ
ば
此
記
を
撰
定
（
え
ら
）
ば
れ
つ
る
こ

7
つ
よ
む

最

・
援
語
・
宣
命
な
ど
の
睦
に
は
、
い
ま
だ
値
字
文
と
い
ふ
書
法
は
無
か
り
し
か
ば
‘
な
べ
て
の
世
間
の
な
ら
ひ
の
ま
』
に
、
漢
文
に
は
書
か
れ
し
な
り
。

さ
で
し
か
漢
文
を
以
て
書
く
に
就
て
は
、
そ
の
こ
ろ
其
の
学
問
盛
に
て
、

そ
な
た
ぎ
主
の
文
章
を
も
、

巧
に
か
き
あ
へ
る
世
な
れ
ば
、
是
れ
も
書
紀
な
ど
の
如
く
、
廿
品
目文

を
か
ぎ
り
て
物
せ
ら
る
べ
き
に
、
さ
は
あ
ら
で
、
漢
文
の
か
た
は
、
た
げ
〉
あ
り
に
拙
げ
な
る
は
、
ひ
た
ぶ
る
に
古
の
語
を
惇
ふ
る
こ
と
を
旨
と
せ
る
教
に
、

漢
文
の
方
に
は

13-

心
せ
ざ
る
物
な
り
。
故
れ
字
の
意
に
も
か
』
は
ら
ず
、

又
そ
の
置
麗
な
ど
に
も
拘
ら
ざ
る
と
こ
ろ
多
か
り
か
し
ο

又
序
に
、
全
以
レ
音
達
者
、
事
趣
吏
長
、
是
以
今
或
一
匂
之

中
、
交
ニ
用
立
国
訓
1

或
一
事
之
内
、
全
以
レ
訓
録
、

と
あ
る
を
も
て
見
れ
ば
、
全
く
偲
字
書
の
如
く
に
も
せ
ま
ほ
し
く
恩
は
れ
け
む
、
撰
者
の
本
意
し
ら
れ
た
り
。
故
れ
大

躍
は
漢
文
の
さ
ま
な
れ
ど
も
、

又
ひ
た
ぶ
る
の
漢
文
に
も
あ
ら
ず
、
種
々
の
か
さ
ぎ
ま
有
て
、
或
は
蝦
字
書
の
慮
も
多
し
。

F
付
属
叶
珊
淵
斜
同
周
嬬
凋
な
ど
も
あ
る
が
如

し
。
（
中
路
）

又
議
文
な
が
ら
、
古
語
の
格
と
も
は
ら
同
じ
き
こ
と
も
あ
り
ロ
立
一
一
天
浮
橋
一
面
指
－一
下
其
沼
干
止
な
ど
の
如
し
。

又
漢
文
に
引
か
れ
て
、
古
語
の
さ
ま
に
た
が
へ
る
慮
も
、

を
り
を
り
は
無
き
に
あ
ら
ず
。
名
コ
其
子

a

一
斉
一
一
木
俣
神
」
と
あ
る
た
ぐ
ひ
、
古
語
に
か
L
ば
、
其
子
名
一
声
二
木
俣
神
一
と
か
、
其
子
名

4

一
木
俣
神

J

と
か
有
ペ
し
。
（
中
路
）

G
到

借
斗
壇
場
対
社
縛
剖
汁
時
リ
培
、
こ
れ
ら
も
如
レ
先
て
ふ
一
吉
田
の
置
所
、
比
方
の
請
と
た
が

へ
り
。
更
其
天
之
銅
柱
如
レ
先
往
廼
と
い
ふ
ぞ
、
比
方
の
語
つ
ゾ
け
な
る
。

此
の
類
ひ

心
を
つ
く
べ
き
こ
と
な
り
。
よ
く
せ
ず
ば
漢
文
に
惑
ひ
ぬ
ペ
し
。
又
龍
妊
臨
レ
産
、
或
は
不
レ
得
レ
成
レ
婚

（出T
時
）
な
ど
の
類
は
、
ひ
た
ぶ
る
の
護
文
に
し
て
、
さ
ら
に
古
語

に
が
な
は
ず
。
但
し
か
く
さ
ま
の
文
と
い
へ
ど
も
、
こ
と
さ
ら
に
好
み
て
に
は
あ
ら
ざ
る
め
れ
ど
、
当
時
物
書
く
に
は
、
な
べ
て
漢
文
の
み
に
な
れ
ぬ
る
か
ら
、
と
り
は
づ

し
て
は
、
お
の
づ
か
ら
か
』
る
こ
と
も
雑
（
ま
じ
）
れ
る
な
る
べ
し
c

（本
語
宣
長
『
古
事
記
簿
』

一
之
巻
よ
り
）

需
て
傍
隷
部
A

「
中
昔
の
物
語
文
」
と
あ
る
が
、

そ
の
代
表
的
な
作
品
名
を
三
つ
答
え
な
さ
い。

関
二
、
傍
一
線
部
B

「
蝦
字
書
に
こ
そ
せ
ら
る
べ
き
に

い
か
な
れ
ば
漢
文
に
は
物
せ
ら
れ
つ
る
ぞ
」

と
問
題
提
起
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
宣
長
の
説
明
を
、
歌
・
祝

詩
・
0

旦
命
と
の
違
い
に
も
留
意
し
て
簡
潔
に
（
解
答
用
紙
3
E
5
行
程
度
）
纏
め
な
さ
いロ

関
三
、
傍
譲
部
C

「
此
聞
の
語
の
龍
な
る
は
、
を
さ
を
さ
見
え
ず
。
」
を
、
「
此
間
」

の
具
体
的
な
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い。

関
図
、
傍
隷
蔀
D

「
接
辞
」
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

間
豆
、
傍
線
蔀
E

「
宣
命
書
」
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い

q

詩
六
、
傍
謀
部
宮
「
久
羅
下
部
制
多
陀
照
棒
読
一
」
を
全
て
平
仮
名
の
誤
読
文
に
し
な
さ
い
。

間
七
、
傍
一
課
蔀
G

「
更
往
二
建
菜
天
之
御
柱
一
知
レ
先
」
を
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
訓
読
文
に
し
な
さ
い
。

間
八
、
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の

「
漢
文
」

の
違
い
に
つ
い
て
、
室
長
の
考
え
を
筒
潔
に
（
解
答
用
紙
3
2
5
行
程
度
）
纏
め
な
さ
い
。

間
九
、
最
終
段
落
の
内
容
を
要
約
し
な
さ
い

（
解
答
用
紙
3
t
5
行
程
度
）
。
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九
年
度

早
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田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
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科

修
士
課
程

外
国
学
生
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学
試
験
問
題

「－司

専
門
科
目． 
社，、
通
』ー．』

｛
共
通
C

｝

以
下
に
示
す
の
は
、
田
山
花
袋

で
あ
と
の
間
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
一
九
O
七
年
V

『
蒲
団
』

や
麹
町
土
手
三
番
町
の

一
角
に
は
、
女
学
生
も
そ
う
ハ
イ
カ
ラ
な
の
が
沢
山
い
な
い
。
そ
れ
に
、
前
ヶ

谷
見
附
の
彼
げ
刊
は
時
雄
の
妻
君
の
単
一
の
家
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
附
近
は
恥
に
昔
風
の
商
家
の
娘
が

多
い
。
で
、
砂
く
と
も
芳
子
の
神
戸
仕
込
の
ハ
イ
カ
ラ
は
あ
た
り
の
人
の
目
を
都
が
し
め
た
。
時
雄
は

姉
の
言
葉
と
し
て
、
葵
か
ら
常
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
慨
さ
れ
る
。

「
芳
子
さ
ん
に
も
因
っ
た
も
の
で
す
ね
と
姉
が
今
日
も
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
、
男
の
友
達
が
来
る
の

は
好
い
け
れ
ど
、
夜
な
ど
一
緒
に
二
七
（
不
動
）
に
出
か
け
て
、
遅
く
ま
で
帰
っ
て
来
な
い
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
っ
げ
に
い
た
そ
れ
や
芳
子
さ
ん
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
に
決
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
世
間
の
口
料
酷

し
く
っ
て
為
方
が
な
い
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
」

こ
れ
を
梼
く
と
時
雄
は
競
っ
て
芳
子
の
肩
を
持
つ
の
で
、
「
お
前
た
ち
の
よ
う
な
旧
式
の
人
間
に
は

や

芳
子
の
遣
る
こ
と
な
ど
は
判
り
や
せ
ん
よ
。
男
女
が
二
人
で
歩
い
た
り
話
し
た
り
さ
え
す
れ
ば
、
す
ぐ

あ
や
し
い
と
か
変
だ
と
か
思
う
の
だ
が
、
一
体
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
り
、
言
っ
た
り
す
る
の
が
旧

式
だ
、
今
で
は
女
も
自
覚
し
て
い
る
か
ら
、
し
よ
う
と
思
う
こ
と
は
勝
手
に
す
る
さ
J

こ
の
議
論
を
時
雄
は
ま
た
得
意
に
な
っ
て
芳
子
に
も
説
法
し
た
。
「
対
抗
も
も
う
自
覚
せ
ん
け
れ
ば

い
か
ん
。
昔
の
女
の
よ
う
に
依
頼
心
を
持
っ
て
い
て
は
駄
目
だ
。
引
ハ
ウ
デ
ル
マ
ン
の
マ
グ
ダ
の
言
っ
た

通
り
、
父
の
手
か
ら
す
ぐ
に
夫
の
手
に
移
る
よ
う
な
意
気
地
な
し
で
は
為
方
が
な
い
。
日
本
の
新
し
い

婦
人
と
し
て
は
、
自
ら
考
え
て
自
ら
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
J

こ
う
言
つ
て
は
、
イ
プ
セ

箇

シ

ア

ド

イ

ン
の
ノ
ラ
の
話
や
、
ツ
ル
ゲ
ネ
1
フ
の
エ
レ
ネ
の
話
ゃ
、
露
西
亜
、
独
逸
あ
た
り
の
婦
人
の
意
志
と
感

情
と
と
も
に
富
ん
で
い
る
こ
と
を
話
し
、
き
て
、
「
け
れ
ど
自
覚
と
い
う
の
は
、
自
省
と
い
う
こ
と
を

も
含
ん
で
お
る
で
す
か
ら
な
、
日
町
…
蹴
に
意
志
や
自
我
を
振
廻
し
て
は
困
る
で
す
よ
。
自
分
の
配
っ
た
こ

と
に
は
自
分
が
全
責
任
を
帝
ぴ
る
覚
悟
が
な
く
て
は
。
」

芳
子
に
は
こ
の
時
雄
の
教
訓
が
何
よ
り
意
味
が
あ
る
よ
う
に
問
え
て
、
渇
仰
の
念
が
い
よ
い
よ
加
わ

釘

L
‘え

っ
た
。
基
督
教
の
教
訓
よ
り
自
由
で
そ
し
て
権
威
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
。

み

な

k

v

S

ん

ゆ

ぴ

わ

？

芳
子
は
女
学
生
と
し
て
は
身
装
が
派
手
過
ぎ
た
。
黄
金
の
指
環
を
は
め
て
、
流
行
を
ぜ
っ
た
美
し
い

ひ

帯
を
し
め
て
、
す
っ
き
り
と
し
た
立
姿
は
、
路
傍
の
人
目
を
惹
く
に
十
分
で
あ
っ
た
。
美
し
い
顔
と
い

み
に
く

う
よ
り
は
表
情
の
あ
る
顔
、
非
常
に
美
し
い
時
も
あ
れ
ば
何
だ
か
醜
い
時
も
あ
っ
た
。
同
紙
に
光
り
が
あ

っ
て
そ
れ
が
非
常
に
よ
く
働
い
た
。
四
、
五
年
前
ま
で
の
女
は
感
情
を
駅
わ
す
の
に
極
め
て
単
純
で
、

か
た
ち

怒
っ
た
容
と
か
笑
っ
た
容
と
か
、
一
二
種
、
四
種
位
し
か
そ
の
感
情
を
表
わ
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、

今
で
は
情
を
巧

V
顔
に
表
わ
す
女
が
多
く
な
っ
た
。
芳
子
も
そ
の
一
人
で
あ
る
と
時
雄
は
常
に
思
っ
た
。

芳
子
と
時
雄
と
の
関
係
は
単
に
銅
弟
の
間
柄
と
し
て
は
余
り
に
親
密
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
様
子

を
観
察
し
た
あ
る
第
三
者
の
女
の
一
人
が
妻
に
向
っ
て
、
寸
芳
子
さ
ん
が
来
て
か
ら
時
雄
さ
ん
の
様
子

は
ま
る
で
変
り
ま
し
た
よ
。
二
人
で
話
し
て
い
る
処
を
見
る
と
、
魂
は
二
人
と
も
あ
く
が
れ
渡
っ
て
い

る
よ
う
で
、
そ
れ
は
本
当
に
油
断
が
な
り
ま
せ
ん
よ
。
」
と
言
っ
た
。
他
か
ら
見
れ
ば
、
無
論
そ
う
見

え
た
に
棺
違
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
こ
人
は
果
し
て
そ
う
親
密
で
あ
っ
た
か
、
ど
う
か
。

が

ち

さ

若
い
女
の
う
か
れ
勝
な
心
、
う
か
れ
る
か
と
恩
え
ば
す
ぐ
沈
む
。
些
細
な
こ
と
に
も
胸
を
動
か
し
、

つ
ま
ら
ぬ
こ
と
に
も
心
を
痛
め
る
。
恋
で
も
な
い
、
恋
で
な
く
も
な
い
と
い
う
よ
う
な
や
さ
し
い
態
度
、

ひ

と

た

ぴ

ま

〈

時
維
は
絶
え
ず
思
い
惑
っ
た
。
道
義
の
力
、
習
俗
の
力
、
機
会
一
度
至
れ
ば
こ
れ
を
破
る
の
は
貯
を
裂

き
た

く
よ
り
も
容
易
だ
。
た
だ
、
容
易
に
来
ら
ぬ
は
こ
れ
を
破
る
に
至
る
機
会
で
あ
る
。

閤

『
靖
国
』
の
文
学
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
書
き
な
さ
い
。

間

こ
の
一
一
節
を
、
芳
子
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
注
目
し
て
分
析
し
な
さ
い
。

〔国
語
教
育
専
攻
〕

の
冒
頭
近
く
の
ア
節
で
す
。

こ
れ
を
鶴
ん

寸’
J

、－n’

こ
の
機
会
が
こ
の

一
年
の
聞
に
砂
く
と
も
二
度
近
寄
っ
た
と
時
雄
は
自
分
だ
け
で
思
っ
た
。

ム
A
M

っ
か

芳
子
が
厚
い
封
書
を
寄
せ
て
、
自
分
の
不
束
な
こ
と
、
先
生
の
高
患
に
報
ゆ
る
こ
と
が
出
来
ぬ
か
ら
自

念
。
ド
し
u

分
は
故
郷
に
帰
っ
て
農
夫
の
妻
に
な
っ
て
図
舎
に
埋
れ
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
を
涙
交
り
に
奮
い
た

時
、

一
度
は
或
る
夜
芳
子
が

一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る
処
へ
ゆ
く
り
な
く
時
維
が
行
っ
て
訪
問
し
た

企
句
色
c
＆

時
、
こ
の
ニ
度
だ
o

初
め
の
時
は
時
雄
は
そ
の
手
紙
の
意
味
を
明
か
に
了
解
し
た
。
そ
の
返
事
を
い
か

れ掴
う
の

う

伝

記

ゃ

い

〈

企

ぴ

号

か

が

に
書
く
べ
き
か
に
就
い
て
一
夜
眠
ら
ず
に
襖
悩
し
た
。
穏
か
に
限
れ
る
妻
の
顔
、
そ
れ
を
幾
度
か
窺
つ

ま

ひ

げ

ん

こ

τ自
己
の
良
心
の
い
か
に
麻
捧
せ
る
か
を
自
ら
責
め
た
。
そ
し
て
あ
く
る
朝
贈
っ
た
手
紙
は
、
厳
乎
た

る
師
と
し
て
の
態
度
で
あ
っ
た
。

二
度
目
は
そ
れ
か
ら
二
月
ほ
ど
経
っ
た
春
の
夜
、
ゆ
く
り
な
く
時
雄

お
し
ろ
い

が
訪
問
す
る
と
、
芳
子
は
白
粉
を
つ
け
て
、
美
し
い
顔
を
し
て
、
火
鉢
の
前
に
ぽ
つ
ね
ん
と
し
て
い
た
。

「
ど
う
し
た
の
じ
と
訊
く
と
、

「
お
留
守
番
で
す
の
。
」

U
E

ζ
 

「
姉
は
何
処
へ
行
っ
た
？
」

ょ
っ
ゃ

「四
谷
へ
買
物
に
。
」

会
主
ぬ

い
ら
ベ
つ
い

〈

と
一言
っ
て
、
じ
っ
と
持
放
の
顔
を
見
る
。
い
か
に
も
艶
か
し
い
。
時
雄
は
こ
の
力
あ
る

一
瞥
に
意
気

じ

ふ
企
こ
と
み
ご
と
よ
の
つ
拘

地
な
く
胸
を
開
降
ら
し
た
。
二
語
三
語
、
普
通
の
こ
と
を
語
り
合
っ
た
が
、
そ
の
平
凡
な
る
物
語
が
更
に

平
凡
で
な
い
こ
と
を
互
に
思
い
知
っ
た
ら
し
か
っ
た
。
こ
の
時
、
今
十
五
分
も
一
緒
に
話
し
合
っ
た

な
ら
ば
、
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
女
の
表
情
の
限
は
輝
き
、
一
言
葉
は
艶
め
き
、
態
度
が
い
か
に
も

よ
の
つ
ね

尋
常
で
な
か
っ
た。き

礼
い

「
今
夜
は
大
変
締
麗
に
し
て
ま
す
ね
？
」

男
は
わ
ざ
と
軽
く
山凶た。

「え
、
先
日
伯
、
湯
に
入
り
ま
し
た
の
よ
。
」

「大
変
に
白
粉
が
白
い
か
ら
。
」

ま
す

き
ょ
う
た
い

「あ
ら
ま
ア
先
生
！
」
と
言
っ

て
、
笑
っ
て
体
を
斜
に
矯
態
を
呈
し
た
。

待
族
は
す
ぐ
帰
っ
た
。
ま
ア
好
い
で
し
ょ
う
と
芳
子
は
た
っ
て
留
め
た
が
、
ど
う
し
て
も
帰
る
と
言

う
の
で
、
れ
咽
賄
惜
し
げ
に
月
の
夜
を

F
E
ま
で
送
っ
て
来
た
。
そ
の
白
い
顔
に
は
確
か
に
あ
る
深
い
神

秘
が
龍
め
ら
れ
て
あ
っ
た
。

度
は

一一 I LLー

ら

y／、
ν ,/" 




